
2021年度の卒業生が学外で様々な賞を受賞しました！

兼高彩乃
SCALE TRANSER
建築的想像と創造の世界を拡張するゲーム体験

2021 年度卒業　学部 4年　宮研究室

さん

　本作品はゲームであり、プレイする際は主人公の

スケールを自在に変化させながら、日常的でリアル

な空間を探索することが可能である。これは建築設

計時に様々にスケールを変えながら空間を捉える思

考法に着目したもので、その感覚を１つの体験ツー

ルとして表現し、制作を行った。ゲームとして能動

的そして直感的な体験をすることにより、体験後の

実生活においても空間の捉え方が変化し、想像や創

造の拡張に繋がるのではないかと考える。

坂本歩美
建築的エコロジカルシステムの形成
竹活用の推進と循環利用

2021 年度卒業　学部 4年　江尻研究室

さん

　日本において竹は古くから人の生活と共に存在し

様々な形で利用されていたが、需要が減り多くの竹

林が放棄された。竹の成長速度により年々竹林の規

模は拡大し各地で「竹害」という問題が引き起こさ

れている。一方で竹材はその成長速度や弾力性・サ

スティナブル性が注目され、建築家のヴォ・チョン・

ギア氏を筆頭に近年脚光を浴びている素材である。

しかし、竹材自体の物性値の解明やその構造物の解

析はなされておらず建築としての安全性を確立でき

ていない。物性値の解明と構造形態の考察を行うこ

とで今後の竹材の建材としての活用に貢献できると

考える。上記の「竹害」「建材活用」に焦点を当てた

「竹の製材所」を提案し、竹材の建築への利用可能性

と運用方法を提案する。
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日本女子大学 住居学科のニュースを

ご紹介します。
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　4月から教職という新たな世界に飛び込んで、ワクワクしながら毎日を過ごしています。専門分

野は建築計画で、なかでも福祉住環境やまちづくり、子育ち・子育て環境をテーマに調査・研究を

行っています。以前は、建築士として高齢者や障害のある方々の住環境整備（住宅改修や福祉用具）

の設計や相談員をしていました。医師やセラピスト・ケースワーカーなど多職種連携し、地域を巡

るなかで、たくさんの当事者に出会い、多くのことを教えていただきました。その後、子育てがひ

と段落したのを機に、博士号を取得し国立研究機関で研究を続けていました。5年後、10年後に

自分がどうありたいかを常に考えて歩んできたように思います。

　研究をするときは「誰に影響を与えるのか」が大切です。当事者の声に耳を傾け、学生の皆さん

にも多くの方との出会いを通して、学びを深めてもらいたいと思います。また、ここ住居学科で学

んだ経験は、きっと皆さんの人生をより豊かなものにしてくれると思います。そのためのサポート

ができれば嬉しいです。どうぞよろしくお願いします。

住研スタッフより

大人と子どもの＂見える＂について

気仙沼市内湾地区の町並みの変遷に関する基礎的研究

―創造的主体のための図書館―

－古写真を対象として－

2021 年度　学部 4年　宮研究室 ( 現修士１年生）

2019 年度　学部 4年　是澤研究室 

さん

さん

　大人は空に浮かんでいるものを雲として認識する。

一方、子どもはわたあめやヒツジとして認識する。

このように同じものに対しても主体が違えば “見える”

ということが違う。言い換えれば頭の中で創造する

ものが違う。この特性を図書館に落とし込み、知識

の収集にとどまらない創造的主体として感受できる

図書館を目指す。ねじれ螺旋構造と配架構造の両面

から考え、敷地を引き込みながら、大人と子ども、

知と身体を繋ぐことで、新たな発想が芽生えること

を期待する。

　対象地の気仙沼市内湾地区は、災害による急激な町並みの変化と、そこからの復興を何度も繰り返してきた歴史を持つ。本研究では対

象地の明治期から現代までの写真資料約 500 点を収集し、特に被害の甚大であった近代の災害を基点として 4つの時期に写真を分類。

各時期に見られる建築の特性について分析した。また、それらのうち場所が明確に示しうるものについては地図にプロットを行い、各町

の建築の特徴や町並みの変遷について考察を行った。

□展開ダイアグラム―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
上下に動きながらねじれていくことで方向感覚を失い、予測することなく身体性を伴う空間体験ができる。そして本棚のシークエンスと交錯地点が繰り返される。

交錯地点に近づくにつれて視界は開け

先を見通すことができない連続した本棚が立ち並びそれが上下に移動し予測ができなくなる。

大人と子どもが直感的にそれぞれ違うところへ導かれ
周囲に目が向きそれぞれが違う場所に滞在する姿を知る

再び本棚のシークエンスが続く。本棚は、ねじれ螺旋構造による体験を増幅するように高さを変えつつリズムを作る。
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交錯３
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交錯１

□交錯地点に着くまでのシークエンス―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
リズムを作りながら連続する本棚が、本の世界へと誘う。交錯地点に着くと本棚の連続は途切れ、突然視界が開ける。すると周囲に目を向け再解釈を始める。初めにのめり込んでいた世界とは違う活動を目にすることになるだろう。

大人と子どもの 見える” について

－　創造的主体のための図書館　－

住居学科 居住環境デザイン専攻
建築デザイン専攻

バックナンバーをご希望の方はオープンキャンパスでお声掛けいただくか、
左記の住居学科中央研究室にお問合せください。HPでも公開しています。

住居学科
〒112 - 8681　東京都文京区目白台 2-8-1　TEL：03-5981-3452（住居学科中央研究室）
URL：http://mcm-www.jwu.ac.jp/~jyu-ishi/jyu/ui/course0104a.htm

居住環境デザイン専攻
建築デザイン専攻
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亀田鈴香

  2021年度日本建築学会大会（東海）
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